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軽
水
炉
の
実
用
化
・
高
速
炉
の
原
型
炉
建

設
ま
で
長
足
の
進
歩
を
し
た
原
子
力
の
「
成

長
期
」
で
あ
っ
た
。

現
在
の
関
心
事

現
在
は
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
か
ら
最

終
利
用
の
プ
ロ
セ
ス
ま
で
を
総
合
し
て
検

討
し
て
い
る
。
当
然
、
原
子
力
は
重
要
な

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
そ
の
幅
広
い

利
用
を
考
え
て
い
る
。

関
心
１
　
原
子
力
と
自
動
車
　
三
年
ほ

ど
前
に
原
産
協
会
か
ら
「
原
子
力
に
よ
る

運
輸
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
す
る
解
説
書

を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
運
輸
用
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
媒
体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
、
水
素
・
電
気
・
合
成
燃
料
を
原
子
力

か
ら
供
給
・
利
用
す
る
技
術
の
現
状
・
効

果
に
つ
い
て
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

水
素
・
電
気
・
合
成
燃
料
の
中
で
自
動

車
用
と
し
て
最
も
早
く
実
現
で
き
そ
う
な

の
が
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・

電
気
自
動
車
利
用
に
よ
る
電
気
推
進
。
主

と
し
て
夜
間
電
力
で
充
電
し
た
電
池
で
走

行
す
る
の
で
、
夜
間
の
電
力
需
要
増
加
・

昼
夜
の
需
要
平
坦
化
↓
原
子
力
発
電
の
増

強
↓
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
・
炭
酸
ガ
ス
排
出

削
減
に
繋
が
る
。
二
〇
三
〇
年
頃
に
は
系

統
電
力
で
充
電
・
走
行
す
る
プ
ラ
グ
イ
ン

型
乗
用
車
の
保
有
台
数
が
五
〇
％
を
超
え

る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

そ
う
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
を
駐

車
中
に
系
統
に
接
続
し
て
必
要
に
応
じ
て

充
電
・
放
電
を
さ
せ
る
な
ど
、
時
々
刻
々
の

需
給
調
整
に
自
動
車
電
池
を
利
用
す
る
と
、

太
陽
光
発
電
な
ど
が
増
加
す
る
将
来
の
系

統
の
安
定
運
用
な
ど
電
力
系
統
を
大
き
く

変
革
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
の
原
子
力
と
変
動
電
源
の
太

陽
光
・
風
力
が
供
給
す
る
電
力
を
自
動
車

電
池
と
水
力
発
電
が
調
整
す
る
と
い
う
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
・
炭
酸
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

の
将
来
シ
ス
テ
ム
を
夢
見
て
い
る
。

関
心
２
　
原
子
力
と
炭
素
資
源
　
原
子

力
と
炭
素
資
源
（
化
石
燃
料
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
）
の
両
方
を
使
用
す
る
「
協
働
的
プ
ロ

セ
ス
」
に
よ
っ
て
、
水
素
・
電
気
・
合
成

燃
料
な
ど
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
す
る
方
法

に
も
注
目
し
て
い
る
。
炭
素
資
源
か
ら
水

素
や
合
成
燃
料
を
製
造
す
る
時
の
水
蒸
気

改
質
反
応
や
ガ
ス
化
反
応
な
ど
の
吸
熱
化

学
反
応
プ
ロ
セ
ス
に
、
原
子
力
熱
を
供
給

し
て
炭
素
資
源
の
燃
焼
を
回
避
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
炭
素
資
源
節
約
・
炭
酸
ガ
ス

排
出
抑
制
を
す
る
。
さ
ら
に
水
素
を
燃
料

電
池
で
化
学
↓
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

を
行
え
ば
高
効
率
発
電
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
他
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

の
協
働
に
よ
る
効
率
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
・
利
用
は
有
用
で
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
価
値
が
あ
る
原
子
力
の
新
分
野
だ
と

考
え
て
い
る
。

「
力
研
」
に
応
募

東
大
・
大
学
院
（
化
学
工
学
）
の
修
士
二

年
、
一
九
五
六
年
の
夏
頃
だ
っ
た
。
研
究
室

の
集
ま
り
で
主
任
教
授
の
矢
木
栄
先
生
が
、

今
度
「
力
研
（
り
ょ
く
け
ん
）」
が
新
規
採

用
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
誰
か
行
く
人
は

い
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。
当
時
、
原
子
核
研

究
所
が
「
核
研
」、
新
し
く
で
き
た
原
子
力

研
究
所
は
「
力
研
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

私
は
、
大
学
三
年
の
頃
、
原
子
力
潜
水

艦
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
」
の
進
水
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
て
以
来
、
原
子
力
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
。
大
学
院
に
進
ん
で
か
ら
、
赤
坂

離
宮
に
あ
っ
た
国
会
図
書
館
に
通
っ
て
そ

の
頃
は
原
子
力
技
術
の
月
刊
誌
で
あ
っ
た

「
ニ
ュ
ー
ク
レ
オ
ニ
ク
ス
」
な
ど
を
調
べ

て
、
卒
論
の
テ
ー
マ
に
原
子
力
関
係
の
も

の
を
選
ん
だ
ほ
ど
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
私
に
と
っ

て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
こ
と

に
、
一
九
五
六
年
に
原
子
力

研
究
所
が
発
足
し
、
そ
の
第

一
回
の
新
規
採
用
に
応
募
し
、

入
所
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

原
研
か
ら
動
燃
へ

そ
の
頃
の
原
子
力
研
究
は
、

全
員
が
横
一
線
の
ス
タ
ー
ト

と
い
う
感
じ
で
、
若
い
人
も

一
人
前
の
顔
を
し
て
い
た
。

私
の
最
初
の
研
究
テ
ー
マ
は

軽
水
炉
の
沸
騰
熱
伝
達
・
熱

限
界
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六

〇
年
頃
か
ら
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
液
体
金
属
の
熱
工
学
の

研
究
を
始
め
た
。

一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六

九
年
に
か
け
て
、
米
国
の
ブ

ル
ッ
ク
ヘ
イ
ブ
ン
国
立
研
究

所
と
、
フ
ェ
ル
ミ
高
速
炉
の

開
発
会
社
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
社
で
、

液
体
金
属
の
研
究
を
し
た
。

そ
の
関
係
で
帰
国
後
す
ぐ
に
、
新
た
に
発

足
し
た
動
燃
に
出
向
し
て
、
動
燃
が
サ
イ

ク
ル
機
構
に
変
わ
る
一
九
九
八
年
ま
で
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
の
研
究
開
発
に

携
わ
っ
た
。

私
が
原
研
・
動
燃
に
い
た
四
一
年
間
は
、

原
子
力
技
術
が
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

原子力成長期に研究開発に従事
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